
市民の方から寄せられた市政への質問などに回答します。

煙はがき　〒857-8585（住所不要）
　　　　　  佐世保市役所秘書課広報係宛て

煙Eメール    hishok@city.sasebo.lg.jp
　　　　　（携帯電話からも可）

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

近隣でごみを燃やしているため「窓が開けられない」「洗濯物に臭いが付く」など困っています。

地面やドラム缶、ブロック囲い、基準を満たして
いない焼却炉等でごみなどを燃やす野外焼却（野
焼き）は、一部の例外を除いて「廃棄物の処理及び
清掃に関する法律」で禁止されており、違反者に
は5年以下の懲役か1000万円以下の罰金が科せ
られます。
例外として認められているもの
暫国や自治体が施設管理の必要から行うもの
暫災害予防や応急対策、復旧のために行うもの
暫しめ縄や門松を焚くなど、風習や宗教上の行事
暫焼き畑、あぜの草や下枝、漁網に掛かるごみの
　焼却など、農林漁業を営むためやむを得ないもの

暫小規模な落ち葉焚きなど、日常生活を営む上で
　通常行われる軽微なもの
一般家庭で行われる焼却は、ほとんどが不法焼却
と見なされます。焼却を行うと煙が悪臭や大気汚
染の原因となり、近隣住民にとって大変な迷惑と
なるばかりでなく、ダイオキシンの発生原因にも
なります。例外となる場合でも、量や風向き、時
間帯などを考慮して、最小限にとどめてください。
本市では今後も啓発や指導を行っていきますので、
野焼きなどを発見したときは廃棄物減量推進課か
最寄りの警察署にご連絡ください。

●問廃棄物減量推進課　緯32-2428

「広報させぼ」満足度アンケート

次の①～④のうち、当てはまる番号をお答えください。

①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満
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1月号の答え　陰支援 隠27 韻納税
12月号の応募状況
275通（正解270通・不正解1通・無効4通）

応募方法
「はがき」または「Eメール」に、虚クイズの答え許「広報さ

せぼ」満足度アンケートの該当番号距住所鋸氏名漁年齢禦

電話番号魚広報紙へのご意見を書いて、2月23日（月）までに

（消印有効）広報係へお送りください。

※応募は1人1通、全問正解者の中から抽選。発表は発送　

　（3月中旬）をもって代えさせていただきます。

本市と交流を行っている海外○○都市等は7都市1港

あります。

3月1日裳～7日賞まで、春季全国火災○○運動が全

国一斉に始まります。

本市は現在、平成28年4月に○○○へ移行すること

を目指し、長崎県と協議や調整を行いながら準備を

進めています。
佐世保の特産品、九十九島とらふぐと九十九
島のアワビをめんたいこで和えた珍味です。
新しい佐世保の味としてご賞味ください。
セット内容：とらふぐ明太子100守、あわび明
　太子100守
参考価格3,240円（時季によって変わります）
商品の問い合わせ
　エスプランニング　緯080-3496-0674

2月号プレゼント
九十九島とらふぐ・あわび明太子
和え物詰め合わせを5人に！
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まるごと玉ねぎ　鯛詰めスープ

作り方
虚タマネギを上から2尺で切り、中心をくり抜く
許ニンジンをハート形に型抜きする
距くり抜いたタマネギとを残りのニンジンをみじん
　切りにし、オリーブオイルで炒める
鋸距と鯛のすり身とを混ぜ合わせ、くり抜いたタマネギ
　の中に詰める
漁鍋に水、固形スープの素、ローリエ、許鋸を入れて
　火にかける。煮立ったら弱火にし、あくを取りなが
　ら15～20分煮る
禦塩、こしょうを加え、器に盛り、パセリを振る

煙1人分の栄養価　熱量127kcal、タンパク質10.0g
　脂質2.5g、カルシウム51取、塩分1.7g
　※栄養価はスープ1/3量で計算。
煙平成26年度ヘルシークッキングコンテスト
　「海の幸部門」優秀賞

考えていただいた人
森田 優 さん（佐世保商業高・3年）

ゆう

酸おいしく作るポイント
　ローリエを入れることで魚の臭
　みを消し、スープ本来の味を引
　き立てました

材料（2人分）
タマネギ（小）
ニンジン
オリーブオイル
鯛のすり身
水

2個
1/3本
小さじ1
100守
900朱

固形スープの素
ローリエ
塩
こしょう
パセリ

3個
1枚

小さじ1/6弱
適量
少量

小さなさせぼの住人たち
平成26年12月　長崎国際大学

させぼ日和 32

　ドイツのミュンヘン市で30年以上の歴史がある、

子どものための仮設都市「ミニミュンヘン」。このミ

ニミュンヘンをモデルにした「ミニさせぼ」が、12

月20日～21日、長崎国際大学で行われました。

　子どもたちが運営するこのまちでは、ハローワー

クで仕事を探し、働き、得た給料（仮想通貨）から税

金を納め、物を買うことができます。まちには市役

所や警察、銀行のほか、ラジオ局や新聞社、飲食店、

雑貨店、タクシー会社などの職場が並んでいて、子

どもたちは興味がある仕事に挑戦し、それぞれにや

がて訪れる大人の世界を体験しています。

　店にはこのまちのルールが貼ってあり、これらを

きちんと守って運営されているようです。貼り紙に

書かれたミニさせぼのルールは、とてもシンプルな

内容の箇条書きで、そのまま大人の世界にも当ては

まるものばかりでした。大人が運営する「佐世保市」

もこんな素敵なまちであり続けたいと願い、小さな

住人の小さなさせぼの様子をしばらく見守りました。

●問子ども政策課　緯24-1111

詞ミニさせぼ市長・西田朱里さん
至ミニさせぼのルールの貼り紙

ミニさせぼ　主催：佐世保市保育会、
共催：長崎国際大学


